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5／17(日)9：00〜16：00、区役所本庁舎で窓口業務を行います。取り扱い業務の詳細については、各担当窓口にご確認ください

平
成

年
度
は
有
形
文
化
財
︵
歴

26

史
資
料
︶
�
件
︑
無
形
文
化
財
︵
工

芸
技
術
︶
�
件
を
指
定
し
ま
し
た
︒

指
定
さ
れ
た
の
は
︑
震
災
復
興
橋

梁
図
面
�
�
�
枚
︵
東
陽
�
︶
と
︑

手
描
友
禅
で
す
︒

震
災
復
興
橋
梁
図
面
は
︑
関
東
大

震
災
直
後
の
大
正

︵
�
�
�
�
︶年

12

か
ら
昭
和
�
︵
�
�
�
�
︶
年
に
か

け
て
帝
都
復
興
事
業
の
一
環
と
し
て

架
設
さ
れ
た
橋
梁
の
図
面
で
す
︒
震

災
の
際
︑
火
災
に
よ
っ
て
多
数
の
橋

梁
が
被
害
を
受
け
た
た
め
︑
耐
震
耐

火
構
造
の
橋
梁
の
架
設
が
計
画
さ
れ

ま
し
た
︒
東
京
市
で
は
	
年
間
に
�

�
�
橋
が
架
設
さ
れ
︑
江
東
区
域
で

は
�
�
	
橋
が
架
設
さ
れ
ま
し
た
︒

そ
の
う
ち
�
�
�
橋
分
の
図
面
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
︒
架
設
当
初
の
姿
を

残
す
震
災
復
興
橋
梁
は
︑
撤
去
・
架

け
替
え
に
よ
っ
て
年
々
減
少
し
て
い

る
た
め
︑
当
初
の
構
造
が
判
明
す
る

図
面
は
貴
重
な
資
料
で
す
︒
ま
た
︑

図
面
か
ら
当
時
の
町
並
み
や
橋
の
意

匠
が
わ
か
る
な
ど
都
市
景
観
を
知
る

う
え
で
も
有
益
な
資
料
で
す
︒

手
描
友
禅
は
手
描
き
に
よ
っ
て
着

物
の
文
様
を
描
く
技
術
で
す
︒
筆
で

そ
の
ま
ま
生
地
に
色
を
挿
す
と
に
じ

ん
で
し
ま
う
た
め
︑
ま
ず
︑
の
り
を

文
様
の
輪
郭
線
に
置
く
こ
と
で
︑
の

り
の
土
手
に
よ
り
色
が
と
ま
り
︑
に

じ
ま
な
く
な
り
ま
す
︒
ま
た
筆
を
用

い
て
ぼ
か
し
を
入
れ
る
な
ど
︑
繊
細

な
筆
づ
か
い
で
細
か
く
複
雑
な
彩
色

を
施
し
ま
す
︒
保
持
者
の
和
田
宣
明

さ
ん
は
︑
昭
和


年
に
新
大
橋
に
生

ま
れ
︑

歳
ご
ろ
か
ら
義
理
の
叔
父

23

で
友
禅
職
人
の
冨
塚
呉
丘
さ
ん
の
も

と
で
修
業
し
︑
昭
和

年
ご
ろ
に
独

38

立
し
ま
し
た
︒
文
様
・
配
色
に
絵
師

と
し
て
の
技
量
が
問
わ
れ
る
伝
統
的

な
手
描
友
禅
の
技
法
を
守
り
な
が
ら
︑

年
以
上
に
わ
た
り
仕
事
を
続
け
て

50い
ま
す
︒

平
成

年
度
に
指
定
・
登
録
さ
れ

26

た
文
化
財
は
左
記
の
通
り
で
す
︒

な
お
︑
区
登
録
無
形
文
化
財
︵
工

芸
技
術
︶
保
持
者
の
杉
浦
武
雄
さ
ん

︵
仕
舞
袴
製
作
︶
が
ご
逝
去
さ
れ
︑

保
持
者
認
定
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
︒

▢問
文
化
観
光
課
文
化
財
係

☎
(
�


�
�
)
�
	
�
�

江
東
区
の
歴
史
・
文
化
財
を
案
内

す
る
﹁
こ
う
と
う
文
化
財
ま
っ
ぷ
﹂

の
改
訂
版
を
刊
行
し
ま
し
た
︒
内
容

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
構
成
に
な
っ

て
い
ま
す
︒
情
報
の
更
新
だ
け
で
な

く
︑
﹁
江
東
区
の
川
と
橋
の
い
ま
む

か
し
﹂
︑﹁
埋
め
立
て
の
歴
史
～
江
戸

か
ら
現
在
ま
で
﹂
︑﹁
に
し
き
絵
に
み

る

こ
う
と
う
-
描
か
れ
た
名
所
-
﹂
︑

﹁
歌
舞
伎
と
関
連
文
化
財
﹂
な
ど
の

テ
ー
マ
を
設
け
解
説
し
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
平
成
	
年
刊
の
﹁
下
町
文
化

探
訪
﹂︵
在
庫
切
れ
︶
に
掲
載
し
︑
大

変
好
評
を
得
た
町
名
の
変
遷
表
も
復

活
さ
せ
ま
し
た
︒

ぜ
ひ
︑
ご
活
用
く
だ
さ
い
︒

﹇
規
格
﹈Ａ
�
判
︵

頁
︶
﹇
価
格
﹈
�

34

�
�
円

﹇
頒
布
場
所
﹈文
化
観
光
課
文
化
財
係

︵
区
役
所
�
階

番
︶
︑
こ
う
と
う
情

32

報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
︵
区
役
所
�
階
︶
︑

芭
蕉
記
念
館
︵
常
盤
�
︱



︱

�
︶
︑

深
川
江
戸
資
料
館
︵
白
河
�
︱

�
︱

︶
︑
中
川
船
番
所
資
料
館
︵
大
島
�

28︱

�
︱

︶
︑
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館

15

︵
門
前
仲
町
�
︱

︱

︶

19

15

▢問
文
化
観
光
課
文
化
財
係

☎
(
�


�
�
)
�
	
�
�

江
東
区
芸
術
提
携
団
体
で
あ
る
東

京
シ
テ
ィ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

管
弦
楽
団
の
楽
団
員
が
︑
楽
器
の
演

奏
方
法
を
教
え
ま
す
︒
ま
た
︑
こ
れ

か
ら
楽
器
を
始
め
て
み
た
い
方
へ
︑

体
験
レ
ッ
ス
ン
も
開
催
し
ま
す
︒

﹇
経
験
者
コ
ー
ス
﹈

▢人
次
の
楽
器
経
験
が
あ
る
小
学
生

以
上
の
方
︵
抽
選
︶
※
経
験
年
数
は

問
い
ま
せ
ん

▢費
大
人
�
︑
�
�
�

円
︑
小
・
中
学
生
�
︑
�
�
�
円

▢内
個
人
レ
ッ
ス
ン
︵

分
︶﹇
対
象

45

楽
器
﹈ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ヴ
ィ
オ
ラ
・

チ
ェ
ロ
・
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
・
フ
ル
ー

ト
・
オ
ー
ボ
エ
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
・
ホ
ル
ン
・
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
・
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・
ピ
ア
ノ
※

ピ
ア
ノ
以
外
の
楽
器
は
各
自
ご
持
参

く
だ
さ
い
︒

﹇
は
じ
め
て
の
楽
器
体
験
コ
ー
ス
﹈

▢人
小
学
�
年
生
以
上
の
入
門
者

︵
抽
選
︶
▢費
大
人
�
︑
�
�
�
円
︑

小
・
中
学
生
�
︑
�
�
�
円
※
楽
器

レ
ン
タ
ル
代
を
含
む

▢内
最
大
�
人

ま
で
の
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
︵

分
︶

60

﹇
対
象
楽
器
﹈ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ

ロ
・
フ
ル
ー
ト
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の

い
ず
れ
か
を
選
択

※
い
ず
れ
も

▢時
�
月

日
︵
日
︶

26

午
前

時
～
午
後


時

▢場
テ
ィ
ア

10

ラ
こ
う
と
う
練
習
室
ほ
か

▢締


月

日
︵
木
︶
午
後
�
時
※

18

郵
送
の
場
合
は
必
着

▢申
所
定
の
申
込
用
紙
︵
電
話
で
ご

請
求
く
だ
さ
い
︶
に
記
入
し
︑
〒
135

︱

住
吉
�
︱

︱

テ
ィ
ア
ラ
こ

0002

28

36

う
と
う
へ
郵
送
︑
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

窓
口
で

☎
(
�


�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�


�
�
)
�
�
�
�

ク
ラ
ス
別
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
︵
ダ

ブ
ル
ス
︶
大
会
を
開
催
し
ま
す
︒

▢時


月

日
︵
日
︶
午
前
�
時
～

28

午
後
�
時

▢場
深
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

▢人
平
成

・

年
度
に
深
川

26

27

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
各
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
教
室
を
受
講
さ
れ
た
方
ま
た
は
区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学
生
以

上
の
方
︑
�
�
�
組
�
�
�
人
︵
抽

選
︶
▢費
�
組
�
︑
�
�
�
円

▢締
�
月

日
︵
火
︶
必
着

26

▢申
往
復
は
が
き
に
参
加
者
�
人
の

①
氏
名
・
ふ
り
が
な
②
所
属
ク
ラ
ブ

名
③
住
所
④
在
勤
・
在
学
の
場
合
そ

の
名
称
と
所
在
地
⑤
電
話
番
号
⑥
年

齢
⑦
性
別
⑧
協
会
登
録
番
号
と
登
録

部
⑨
深
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
教
室

受
講
歴
⑩
参
加
希
望
ク
ラ
ス
Ａ
～
Ｅ

い
ず
れ
か
︵
Ａ
=
江
東
区
�
部
登
録

／
Ｂ
=
�
部
登
録
／
Ｃ
=
�
部
登
録

／
Ｄ
=
�
部
登
録
／
Ｅ
=
�
年
以
内

の
初
心
者
︶
を
記
入
し
︑
〒

︱

135

0044

越
中
島
�
︱

�
︱

深
川
ス
ポ
ー
ツ

18

セ
ン
タ
ー
へ☎

(
�
	
�
�
)
�
	
	
�

◀
ゆ
こ
う
あ
る
こ
う

こ
う
と
う

文
化
財
ま
っ
ぷ

指定文化財 �件

［有形文化財(歴史資料)］

○震
しん

災
さい

復
ふっ

興
こう

橋
きょう

梁
りょう

図
ず

面
めん

901枚(東陽4)

［無形文化財(工芸技術)］

○手
て

描
がき

友
ゆう

禅
ぜん

保持者 和田宣明

登録文化財 �件
﹇
有
形
文
化
財
(
建
造
物
)
﹈

○
石せ

き

造ぞ
う

燈と
う

籠ろ
う

昭
和
�
年
在
銘

一
対

︵
亀
戸
�

天
祖
神
社
︶

﹇
有
形
文
化
財
︵
建
造
物
︶
﹈

○
石せ

き

造ぞ
う

鳥と
り

居い

昭
和
�
年
在
銘

︵
亀
戸
�

天
祖
神
社
︶

［有形文化財(彫刻)］

○石
せき

造
ぞう

狛
こま

犬
いぬ

昭和5年在銘 一対

（亀戸3 天祖神社)

［有形民俗文化財］

○水
すい

盤
ばん

明治42年在銘

（亀戸3 天祖神社)

﹇
有
形
文
化
財
︵
歴
史
資
料
︶
﹈

○
天て

ん

祖そ

神じ
ん

社じ
ゃ

社し
ゃ

号ご
う

標
ひ
ょ
う

石せ
き

大
正
�
年
在
銘

︵
亀
戸
�

天
祖
神
社
︶

﹇
有
形
文
化
財
︵
歴
史
資
料
︶
﹈

○
境け

い

内だ
い

社し
ゃ

太た

郎ろ
う

稲い
な

荷り

神じ
ん

社じ
ゃ

社し
ゃ

号ご
う

標
ひ
ょ
う

石せ
き

昭
和

年
在
銘

18

︵
亀
戸
�

天
祖
神
社
︶

﹇
有
形
文
化
財
︵
歴
史
資
料
︶
﹈

○
琴き

ん

臺だ
い

東と
う

條
じ
ょ
う

先せ
ん

生せ
い

之の

碑ひ

︵
亀
戸
�

天
祖
神
社
︶


